






















中には昭和二一年六月六日付けの文書『マル秘／ 界粛清報告書（第一） 』一六頁が紹介さ 。孫引きになるが、ここから山海堂についての報告を抜き出し み 山海堂の「罪状」は次のようになる。　
山海堂の社長「来島氏は戦時中陸軍機甲本部の軍属となり 軍

















通達しているが、山海堂には先の「罪状」に基づき「来島同族の参加は資本の面に限るものとし、 部門を理工学部門に限定すること」という勧告を下している。決定に至るまでの委員会 は各出版社からも代表者が出席 、弁明を行い、山海堂からは二月一二日に前 長の来島捨六、社長の原田喜代子、常務取締役の来島明太郎が出席している。そこでどのようなやり取りがなされたかは不 であるが、ただ二月一一日の『日本読書新聞』の弁明として次のような記事が出ている で、おおよそを推測することは可能である。山海堂の言い分は うである。
終戦後山海堂は徹底的な自己審判をやつて幹部は勿論、編輯陣も一変してしまつた、事業体そのものも個人会社より株式へ転じ、現在では編輯員が一丸となつて民主的出版に努力してゐる、戦時中の雑誌「報道」 「機械化」等は終戦と同時に廃刊した、これら雑誌が軍から紙の特配を受けたことは事実だ、しか それによつて暴利をむさぼつたやうなこと 全く無い、これは倉庫や帳簿を見て頂くならよくわかる、むしろ戦時中ずつと赤字だつた、現在出 ゐるのは「科学の友だけである、粛清委員会も結構だが我社は何が犯罪人だかよくわからない、しか 今弁明すれば誤解を招 懼れがあるら、山海堂としては黙つてゐるよりほかはない
*2
　「粛清委員会も結構だが我社は何が犯罪人だかよくわからない」












る。ただそこでは戦時下の隠された詩の存在を明らかにすることに力点が置かれており、雑誌自体の位置づけやその考察を目指されてはいない。そもそもこの を全冊を所蔵している機関は存在せず、国会図書館で 全三八冊と思われるところ一三冊しか所蔵していない。各地の公共機関においても欠号が目立ち、 れらすべてをあわせても全冊を見る と できない雑誌となっている。今回、三八冊中三七冊につ て確認できたこ もあり、まずはその全容を資料として提示し、 『報道』の展開と山海堂、大東研究所の戦時下の活動につい の見取り 描いてみたい。小さな図ではあるが、こうした積み重ねが全体の大きな図につながるはずである。二、山海堂と大東研究所　
山海堂の創業者、来島正時は安政六年、福島生まれ。慶応義塾
















展の為、 何等かの貢献を致し度い」 （ 『 』創刊号編輯後記）とも記されていたように、折しも勃発した日中の衝突とそれに引き続く全面対決の時局 誌面も強く影響を受けていく。 「我軍爆撃敢行のニュース毎に云ひ知れぬ喜びと 誇りが感ぜられるのは吾々内燃機関関係者の役得でありませう」 （二号 「 輯後記」 ） 、 「戦火の真只中に産声を挙げ皇軍大勝利の歓呼の中に本誌も戦勝の本年を終らんとして居ます」 （四号「編輯後記」 ） いった具合で、この後さらに戦局が深まる時局 影響を直接被るのは必定だった。　
昭和一六年三月号の巻頭言を当時陸軍大臣だった東條英機が書
いていることに象徴されるように、軍人 寄稿も増え、 学と軍が一体となって誌面は展開していく。昭和一九年八月、日本出版会から「企画力旺盛にして成績優秀なるもの十 誌」
*10の一つに選














よりも専門性は薄く一般に向けられ、年齢も青少年向けになっいる。中尾進や小松崎茂など よる表紙口絵などもよりそうした読者の興味をそそったことだろう。 「機械化小説」とされた長篇小説は順に北村小松、南洋一郎、北村小松、蘭郁二郎、山中峯太郎が担当、短篇小説では伊藤永之介（昭和一九年二月） 、里村欣
三（昭和一八年九月） 、詩では高村光太郎（昭和一九年四月）が登場している。　
陸軍関係者、とくに報道部関係者の誌面への登場は数多く、ま
た戦局が悪化するにつれ陸軍少年兵への露骨な広告的記事が目立つようになる。 「撃ちてし止まむ」の語が表紙ほかに入った三月一〇日の陸軍記念日にあわせた昭和一九年三月号には、グラビアページには陸軍少年飛行兵の日常訓練風景写真が載り、 大きく 「僕の兄さんはアツツ島で玉砕した。兄さんの仇は僕が空からきつと打つ！」とキャプションが入り、 「さあ君達も続け！
　
陸軍少年飛




















































介される「鈴木庫三日記」中にも、昭和一五年二月二〇日、五月二一日、九月二〇日、九月三〇日 登場しているなどその親密さがうかがえる。昭和一六年三 、講談社に城戸元亮以下一一名の顧問 鈴木庫三の圧力により迎えられること なるが、そこに大熊も名を連ねている もこうしたつながりの中で理解できよう。　
一方で同時期には『文芸世紀』の同人としても名前を連ねてい


































































口絵写真は特攻隊隊員の出撃姿で、 記事もそれにあわせる形 「陸鷲体当り戦記」を特輯としている。これは昭和一九年一二月三日までの特攻の 果をまとめた三四輯の特輯「陸鷲体当り戦記」の続篇になり、 「この体当たり戦記を読みつつただ驚嘆し、讃仰してゐるに止まつてゐてはならないと思ふ。特攻隊の源流を究め、同





井上誠「アッツ島の玉砕（詩） 」 （一輯、昭和一八年七月一日） 、










は、又わが本土よりサイパン島へ 距離」だと て わ も亦やうやく敵の前進基地を間近にもつを得たのである」という理屈で反攻の可能性を強調することで、防戦一方の印象を和 げることに余念がない。　
この輯で興味深いのは、 同時に置かれた森川賢司「南海の闘魂」
の特集で、ラバウル戦線での日 軍 死闘を現地報道班員ならで
はの取材ぶりで克明に描いていることだ。だがサイパン陥落時点では、昭和一八年一〇月から一一月にかけての戦闘でラバウル方面の制空権制海権は完全に奪われており、ニューギニア方面での戦闘はす に山場を超え、アメリカ軍はペリリュー、サイパン、硫黄島へと進めていた。ここ の日本 の活躍はいったいいつの時点の話なのだろうか。文中では「○ 二十八日」とあり時期が特定できず、あたかも一九年八月現在の話のようにも読める。　「編輯後記」においては「眼前の闘ひにのみ心をうばはれ、南海の果ラバウルにいまもなほ明け暮れの空襲に抗して死闘を続けてゐる将兵あることを忘れはすまい」としてその奮闘ぶりが称揚される。そして「これら尽忠無比なる将兵が血で購ひつつあるこの一時この一刻をわれら断じて無為無能に過すまい。いまや一刻は一国の浮沈を左右するのだ」とするが、実際の敵軍はラバウルからサイパンへと迫り、ラバウルの戦 は戦局の山場を超えた過去の話のはずである。　実際の戦闘と、それに取材した報告文が執筆され、掲載される


















*2　「粛清委員会開く」 （ 『日本読書新聞』昭和二一年 月一一日）
*3　「第二回粛清委員会を開催」 （ 『出版文化 三 二 によれば、新潮社、博文館、誠文堂新光社、光文社、青年館、雄鶏社、秀文閣（実業之世界 ） 、養徳社、日本週報社、軍事工業新聞社、文芸春秋社。
*4　
拙稿「戦時下出版メディアの諸相（一）――日本報道社と雑誌『征旗』




たって、 それまで編集発行していた『機械化兵器』を『機械化』と改題し、昭和一五年五月号から山海堂に発行を委託している。巻号は 兵器』 （未見）のものを踏襲し、創刊号が 五号となっている。以下この三巻五号を『機械化』創刊号とみなす。*8　
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に名前があるのは登場順に以下の五名。三橋濟（陸軍少将） 、来島捨六、木村民蔵（陸軍中将） 、河村恭輔（陸軍中将） 、小島時久（陸軍少将） 湯浅政雄（陸軍少将） 。来島以外は山海堂の社員ではなく、全員陸軍出身者で国防協会の人間。*13　
大熊武雄『推進語録』 （矢貫書店、昭和一九年一一月）には、初出時に
は無署名だったものや別名義だった文章も収められており、すべての初出を確認できていないが、 『報道』 多くは大熊 手によるも である。*14　『日本新聞年鑑』 （昭和三〇年一二月）
*15　『日本新聞年鑑』 （昭和三〇年一二月） 、 『東京外国語学校一覧
　
自大正




































の座談会で語った回想はまた別の側面を明らかにすると思われるのでその要点を紹介しておく。彼によれば、 情報部長に佐藤賢了が就任した（昭和一三年七月）時に、佐藤が一大情報局設置案 たてその実現に奔走し、局長に城戸元亮と彼の内諾をとり、人選まで行ってい ところ、この情報局構想が潰えてしまう。そこで城戸が連れてきた人達を陸軍嘱託とい










長田政次郎「無条件降伏一 前の 者クラブ」 （ 『文芸春秋』昭和三五
年九月）*32　
大熊武雄「時局の眺め方いろいろ」 （ 『繊維月報』昭和二五年三月）お
よび『日本新聞年鑑 昭和三〇 一二月） 。*33　『日本新聞年鑑』 （日本電報通信社、昭和三〇年一二月）
*34　『日本新聞年鑑』 （日本電報通信社、昭和二八年一二月） 、大熊武雄「民間放送」 （ 『東商』昭和二九年一月） 、 『日本新聞年鑑』 （日本電報通信社、昭和三〇年一二月） 。
*35　
新聞広告でも三八輯の広告が『朝日新聞』 （昭和二〇年三月七日） 、 『読
売新聞』 （昭和二〇年三月二〇日）に出ているのが最後である。ここでは「三月中旬発売」とあり、奥付の発行月日（二月 五日）と相当ずれがある。*36　
第一輯には八月一日付けの再版が出ている。国立国会図書館所蔵のも




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































著者名表記 題　単行本の場合は『　』 年 月 日 誌紙名 ( 出版社名 ) 肩書 備考
大熊武雄 支那の国民訓練 1937 7 26 水上茂編『日支遂に敵か』（第一出版社）
読売新聞社
（前北京支局長）
大熊武雄 議会記者ばかりの解散裏ばなし座談会 1937 4 実業之日本 読売新聞社
大熊武雄 税制改革と新所得税 1939 9 経済知識
大熊武雄 第二次欧州大戦走馬燈 1939 10 外交時報 陸軍省嘱託
大熊武雄 戦争と宣伝戦 1940 1 外交時報 陸軍省嘱託
大熊武雄 米国の日本侵略未遂 1940 6 国民防空
陸軍省情報部 言論の重要性と各種宣伝機関の現状（新聞、雑誌、映画、放送） 1940 6 26
「当部大熊嘱託員の調査」によるものとの注記があ
る。『情報局関係資料』第 2 巻（柏書房）に収録
大熊嘱託 座談会　独対英仏の座談会近代戦と防空 1940 7 国民防空 陸軍省情報部
大熊武雄 国防国家建設の世界的趨勢 1940 10 国民防空 陸軍省情報部 『推進語録』収録時は「国防国家への推進」
世界再建と国防国家 1940 11 27 鈴木庫三『世界再建と国防国家』（朝日新聞社）
大熊嘱託 新聞統制私案断片 1940 12 5 『情報局関係資料』第 2 巻（柏書房）に収録
大熊武雄 最新型の言論人 1941 4 公論 『推進語録』収録時は「典型的言論人」
大熊武雄 日ソ中立条約成立の意義 1941 6 新若人
大熊武雄 大陸縦走記 1941 9 現代 『推進語録』に収録
大熊武雄 大陸の女性は働いてゐる 1941 9 婦人画報
大熊武雄 国防国家建設の急務 1941 9 10 教材社編輯部『闘争の思索』（教材社）
大熊武雄 戦争と民族 1942 1 新若人 『推進語録』に収録
大熊武雄 支那事変の現状 1942 7 ユーモアクラブ 『推進語録』に収録
大熊武雄 崩壊前夜の蒋政権 1942 7 新若人 『推進語録』収録時は「苦悶の蒋政権」
大熊武雄 戦争と思想 1942 8 文芸世紀 『推進語録』に収録
大熊武雄 満州事変の世界に齎せるもの 1942 9 新若人
大熊武雄 躍進満洲国 1942 9 婦人画報
大熊武雄 敵国民の生活断面 1942 10 陸軍匪躬会会報 前陸軍省報道部嘱託
「 陸 軍 匪 躬 会 会 報 総 目 次 」『 陸 軍 匪 躬 会 会 報 』
（1944･10）による
大熊武雄 交戦各国戦時生活の現実 1942 12 新若人
大熊武雄 敵国民の生活断面 1942 12 ユーモアクラブ
大熊武雄 新生昭南島　通信・東亜圏 1943 2 婦人画報 撮影・高田重二郎
大熊武雄 太平洋戦局の今後 1943 4 新若人
大熊武雄 『ゑとおはなし　ざうとへいたいさん』 1943 7 15 新生閣 陸軍省嘱託　陸軍省報道部
著者略歴あり。絵黒崎義介　序　陸軍省報道部陸軍
中佐　佐々木克己
大東研究所 （無題） 1943 7 21 報道 『推進語録』収録時は「第一次ビルマ作戦」
大東研究所 （無題） 1943 8 11 報道 『推進語録』収録時は「敵の戦略を衝く」
大東研究所 （無題） 1943 8 30 報道 『推進語録』収録時は「唯物的敵軍を摧け」
大東研究所 （無題） 1943 9 20 報道 『推進語録』収録時は「戦争を身につけよ」
大東研究所 序 1943 10 15 報道 『推進語録』収録時は「バドリオ政権を嗤ふ」
大東研究所 （無題） 1943 11 3 報道 『推進語録』収録時は「補給戦に勝て」
大東研究所 提言 1943 11 18 報道 『推進語録』収録時は「敵の謀略を切断せよ」
大東研究所 提言 1943 11 28 報道 『推進語録』収録時は「前線将兵を拝む」
大熊武雄 大東亜戦局の動向 1943 12 新若人
大熊武雄編 『勝ち抜く力』 1943 12 25 新生閣 陸軍省嘱託 大本営陸軍報道部監修　著者略歴あり
大東研究所 時言 1944 1 15 報道 『推進語録』収録時は「独軍の底力を讃ふ」
大熊武雄 世界戦局展望 1944 2 文芸世紀
大東研究所 時言 1944 2 1 報道 『推進語録』収録時は「壮年男女も奮起せよ」
大東研究所 時言 1944 2 15 報道 『推進語録』収録時は「印度は揺ぐ」で末尾改稿
堀田吉明・大熊武雄『密林縦断血戦記』 1944 3 10 新生閣 著者略歴あり
（無署名） 時言 1944 3 15 報道 『推進語録』収録時は「皇国隆替の岐路」
大東研究所 時言 1944 4 1 報道 『推進語録』収録時は「制空こそ制勝の因」
大熊 時言 1944 7 1 報道
大 時言 1944 7 15 報道
大熊武雄 皇軍は征く　印緬国境戦 1944 8 征旗
大熊武雄 大東亜戦争なかりせば 1944 8 明朗
大熊 時言 1944 8 15 報道
大熊武雄 東亜戦局の動向 1944 9 村と農政 陸軍省報道部員 末尾に（九月二日記）
大熊 時言 1944 9 1 報道
大熊 時言 1944 9 15 報道
大熊 時言 1944 10 1 報道
大熊 時言 1944 10 15 報道
大熊武雄 『新兵器』 1944 10 30 山海堂
大熊武雄 滅敵一本槍の化学工業へ 1944 11 化学工業協会誌 陸軍報道部 末尾に（19.11.6）
大熊 時言 1944 11 1 報道
大熊 時言 1944 11 15 報道
大熊武雄 『推進語録』 1944 11 25 矢貫書店 これまでの著述をまとめたもの
大熊 時言 1944 12 1 報道
大熊 時言 1944 12 15 報道
大熊武雄 基地 1945 1 征旗
大熊 時言 1945 1 1 報道
大熊 時言 1945 1 15 報道
大熊 時言 1945 2 15 報道
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